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葛󠄀城市立学校 新型コロナウイルス感染症にかかる学校教育活動に関するガイドライン       

（令和４年４月６日改訂） 

      令和４年４月６日 

                              葛󠄀城市教育委員会 

葛󠄀城市立学校では、以下のことを原則として、校内での感染症対策に万全を期すようにいたします。 

 なお、本ガイドラインは、令和２年６月１日に、文部科学省が示した『新型コロナウイルス感染症に

対応した学校再開ガイドライン』（令和 2 年 3 月 24 日）、『教育活動の再開等に関する Q＆A』、

『学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」

～』（令和３年１１月２２日）等に基づき、葛城市教育委員会が学校医、学校薬剤師及び葛城市健康増

進課等からの指導を仰ぎ、学校運営上とるべき感染症リスクを低減するための指針を示したガイドライ

ンを改訂するものです。 

 本指針は、県立学校における「新型コロナウイルス感染症にかかる学校教育活動に関するガイドライ

ン（令和４年４月１日改訂）」に示された内容を受けて改訂したものであり、今後の状況等に応じて改

訂・追加する場合がありますのでご留意ください。  

 
１ 感染拡大防止のための原則 
 
（１）基本的な感染症対策の実施 

  感染症対策として「感染源を絶つこと」「感染経路を絶つこと」「抵抗力を高めること」がポイン 

 トであることを踏まえ、以下の取組を行います。 

1. 発熱等の風邪の症状が見られる児童・生徒は自宅で休養させることを徹底します。 

（この場合、欠席扱いにはなりません。） 

2. 家庭と連携し、毎朝の検温及び健康観察を行います。（登校前に確認できなかった児童・生徒等

については、登校時、教職員が検温及び健康観察等を行います。） 

3. 登校時に発熱等の風邪の症状が見られた場合は、当該児童・生徒等を安全に帰宅させ、症状がな

くなるまでは自宅で休養するよう指導します。 

4. 手洗いや咳エチケットを徹底します。 

5. 学校医、学校薬剤師及び葛城市健康増進課等と連携を密にし、教室やトイレなどのうち、多くの

児童・生徒が手を触れる箇所（ドア、スイッチ、窓、手洗い場、トイレなど）は、塩素系の消毒

薬や高濃度アルコール消毒薬を使用するなどして環境衛生を良好に保ちます。 

6. 免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心掛けるよう指導しま

す。 

7. 学校教育活動においては、児童・生徒及び教職員は常時マスクを着用することを原則として、特

に、登下校時や給食の時間においてもマスクを外した状態での対面を徹底的に避けるよう指導し

ます。ただし、夏季や活動内容により、熱中症などの健康被害が発生する可能性が想定される場

合はこれによらないこととし、この場合、換気や身体的距離の確保などの対策を徹底することと

します。 
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（２）集団感染リスクへの対応 

  「換気の悪い密閉空間」「多くの人が集まる密集場所」「間近での会話や発声をする密接場面」の  

 3 つの条件が同時に重なる場（三密）を徹底的に避けることを基本とし、以下の取組を行います。 

 

【密閉の回避】 

 １．気候上可能な限り、常時換気を行います。その際、2 方向の窓を同時に開けるなど、教室等のこ 

  まめな換気を実施します。 

 ２．常時換気ができない場合は、各授業の途中で５分程度（約 25 分に１回程度の間隔）の換気を行 

  います。 

 

【密集の回避】 

 １．施設等の制約から１メートルの距離を確保できない場合は、できる限り距離を離し、換気を十分 

  に行うことや、マスクを着用することなどを併せて行うことにより「３つの密」を避けるように努 

  めます。 

 

【密接の場面への対応】 

 １．教育活動上、やむを得ず近距離での会話や発声等が必要な場合は、飛沫を飛ばさないよう、「マ    

  スクを装着する」「ティッシュ、ハンカチで口・鼻を覆う」「袖で口や鼻を覆う」などの咳エチケ 

  ットを守るよう指導します。 

 ２．気候の状況等により、熱中症などの健康被害が発生する可能性が高いと思われるときは、マスク 

  を外すようにします。その際、換気や児童・生徒等の間に十分な距離を保つなどの配慮をします。 

 

【濃厚接触の回避】 

  学校内の濃厚接触者が増えると、学校の一部又は全部で臨時休業を余儀なくされます。学校での教 

 育活動が停止してしまうことのないように、以下のケースに該当しない生活を送るよう指導します。 

  ・マスクの着用の有無に関係なく、１ｍ以内に１５分以上一緒にいる。 

  ・マスクを外して会話をする。 

  ・向かい合ったり、会話をしたりしながら飲食をする。 

  ・密閉された空間に長時間一緒にいる。 

 

（３）重症化のリスクの高い児童・生徒等への対応について 

   医療的ケアを必要とする児童・生徒等や基礎疾患等がある児童・生徒等については、主治医の見 

  解を保護者に確認の上、個別に登校の判断をします。その際、学校での受け入れ体制も含め、学校 

  医にも相談します。 

 

２ 学習指導に関すること 
 

  １．可能な限り、机配置の工夫、集団活動を実施する際の配慮等、感染防止対策を講じつつ授業を 

   進めます。 

  ２．各教科等の指導において、感染予防対策を講じても、なお感染の可能性が高い一部の実技指導 

   等は、年間指導計画の順序を変更するなど工夫するとともに、以下に掲げるものなどの学習活動 

   については、換気、身体的距離の確保や手洗いなどの感染症対策を行った上で実施することを検 
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   討します。 

（例） 

  ・児童生徒が長時間、密集又は近距離で対面形式となるグループワーク等、近距離で一斉に大きな 

   声で話す活動。 

  ・体育における児童生徒等が密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする運動。なお、体 

   育館等で実施する場合は十分な換気を行います。 

  ・音楽においては、歌唱の活動や管楽器（リコーダー等）を用いる活動は、児童・生徒の間隔を十 

   分とった隊形で行います。 

 

３ 学校行事等の実施について 
 
  １．児童・生徒同士の対面式やその他の学校行事についても、感染拡大防止の措置や実施方法の工 

   夫等の措置を講じたり、延期したりする等の対応を行います。 

  ２．入学式、卒業式、始業式、終業式等はこまめな換気を実施する等の感染拡大防止のための措置 

   をとったり、参加人数を抑えたり、式典全体の時間を短縮したりする等の開催方式の工夫を講じ 

   ます。 

  ３．修学旅行等、集団での移動・宿泊を伴う旅行的行事については、可能な限り感染防止策を講じ 

   ることを前提に、訪問地の状況把握や、日程、交通手段及び宿泊施設等の検討を行い、適切に判 

   断し、保護者の理解を得た上で実施の可否を検討します。検討の結果、修学旅行等の実施を取り 

   やめる場合も、教育的意義や生徒の心情等を考慮し、可能な限り中止ではなく延期扱いとするこ 

   とを検討します。 

  ４．校外学習等（中止となった修学旅行の代替行事を除く）は、当面の間、行き先を奈良県内の施   

   設等とします。 

 

４ 部活動に関すること 
 
 １．中学校の部活動については、「葛城市部活動の在り方に関する方針」に則り、平日は少なくとも 

  １日、週休日は少なくとも１日以上を休養日とします。 

 ２．練習参加者を把握し、生徒の健康観察を徹底します。生徒に発熱等の風邪症状が見られる時は、 

  部活動への参加を見合わせ、自宅で休養するように指導します。 

 ３．当面の間、感染リスクの低い練習を中心に活動することを原則とし、教師等が活動状況等の確認 

  をします。 

 ４．学校長了承のもと練習試合や合同練習等の実施、また、公式大会等への参加を認めます。ただ 

  し、当面の間は、練習試合等は県内に限ります。 

 ５．公式大会、発表会等及び練習試合等の観客については、外部会場の場合は施設の使用規定及び主 

  催者の方針に則ることとし、学校会場の場合は関係者限定とします。 

 ６．練習の直前までや練習終了直後、練習中のミーティング、休憩時、更衣時のマスクの着用を徹底 

  するとともに、練習前後の手指消毒等を徹底します。 
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 ７．活動に当たっては、感染症対策のほか、熱中症対策に万全を期します。 

 

５ 学校給食に関すること 
 

 給食の配食を行う児童・生徒及び教職員について、下痢、発熱、腹痛、嘔吐などの症状の有無、衛生

的な服装をしているか、手指は確実に洗浄したか等を毎日点検します。適切でないと認められる場合は

給食当番を代えるなどの対応をとるように努めます。 

1. 配食の際は、児童・生徒等が間隔を空けて並ぶなどの工夫を行います。 

2. 児童・生徒等全員が食事の前に手洗いをするよう指導に努めます。また、会食にあたって、飛

沫を飛ばさないよう、机を向かい合わせにしない、会話を控えるなどの対応をします。 

 

６ 清掃活動 
 

 清掃活動は、学校内の環境衛生を保つ上で重要である一方で、共同作業を行うことが多く、また共用

の用具等を用いるため、換気のよい状況で、マスクを着用した上で行うよう指導します。 

 掃除が終わった後は、必ず石けんを使用して手洗いを行うよう指導します。 

 

７ 休み時間 

 

 休み時間中の児童・生徒の行動には、教員の目が必ずしも届かないことから、児童・生徒本人に感染

症対策の考え方を十分理解させるように指導します。 

 原則マスクを着用し、会話をする際には一定程度の距離を保つこと、互いの体が接触するような遊び

は行わないようにし、手洗いや咳エチケット等を指導します。 

 

８ 登下校 
 

 登下校時には原則マスクを着用し、以下のことに留意するようにします。 

  １．登下校中については、校門や玄関口等での密集が起こらないようにします。 

  ２．集団下校を行う場合には、密接とならないようにします。 

 

 
９ 心のケアについて 
 

 学級担任や養護教諭等を中心としたきめ細かな健康観察等から、児童・生徒の状況を把握します。 

  １．必要に応じてスクールカウンセラー等による支援を行います。 
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  ２．感染者、濃厚接触者とその家族、本感染症の対策や治療にあたる医療従事者とその家族に対す 
   る偏見や差別につながるような行為は断じて許されないものであり、適切な知識を基に、発達段 

   階に応じた指導を行います。 

 

10 出欠席等について 
 

（１）出席停止等の扱いについて 

 １．児童・生徒の感染が判明した場合、又は児童・生徒が濃厚接触者に特定された場合には、当該 

  児童・生徒に対し、出席停止とします。（濃厚接触者に特定された場合、出席停止期間の基準は、 

  感染者と最後に接触をした日の翌日から起算して 2 週間とします。） 

 ２．児童・生徒や同居家族に発熱等の風邪の症状で欠席する場合は、出席停止とします。 

  なお、症状改善後の登校のタイミングについては、かかりつけ医や医療機関に相談してください。 

 ３．児童・生徒や家庭の方がＰＣＲ検査を受けることになった場合や、新型コロナウイルス感染症 

  に罹患された場合及び濃厚接触者に特定された場合には、速やかに学校に連絡してください。ま 

  た、これらの場合は、児童・生徒の登校は控えてください。（欠席にはなりません。） 

 ４．出席停止とした場合、学習に著しい遅れが生じることのないよう、ご家庭と連携を取り必要な   

  対応に努めます。 

 ５．新型コロナワクチンの接種後に発熱等の症状が見られ欠席する場合は、出席停止とします。 

（２）海外から帰国した児童・生徒への対応について 

 １．帰国した日の過去 14 日以内に「検疫強化対象国・地域」に滞在歴がある児童・生徒または帰国   

  した日の過去 14 日以内に「入管法に基づく入国制限対象地域」に滞在歴のある児童・生徒は、2 

  週間の自宅等での待機を経ていることを確認した上で、健康状態に問題がなければ登校することと 

  します。 

 ２．これらの国や地域以外から帰国した児童・生徒についても、帰国後 2 週間は本人または保護者と 

  の連絡を密にし、外出を控え、自宅に滞在するよう要請します。 

 

11 教職員の健康管理について 
 

 １．毎朝自宅で検温し、風邪症状を確認の上、出勤時に健康をチェックし、体温等を記入します。管 

  理職は、毎日の健康チェックに関する記載内容を確認します。 

 ２．風邪の症状が見られるときには、決して無理せず自宅で休養させます。出勤後に発熱等体調が悪 

  くなった場合は、帰宅することとし、公共交通機関を使う場合は、マスク等を装着し、できる限り 

  人と近距離で接触しないよう注意させます。 

 ３．教職員が感染者又は濃厚接触者となった場合は、保健所からの指示に従います。 

 ４．手洗い、咳エチケットを徹底し、近距離での会話や発声が必要な場面では、飛沫を飛ばさないよ 

  うマスク等を装着します。 
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 ５．勤務時間外においても、「3 つの条件（換気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話 

  や発声）が同時に重なる場」（三密）を避けること。家族、同居者等も同様に認識していただき、 

  行動自粛について徹底します。 

 

12 臨時休業の実施について 
 

 クラスターの発生状況、患者の発生状況等によっては、学校医等と相談の上、一部又はすべての学校

において休業措置を行う場合があります。 

（１）新型コロナウイルス感染症への感染等が判明した場合 

１．感染した児童・生徒及び濃厚接触者は出席停止とし、教職員は自宅待機とします。 

２．児童・生徒や教職員の感染が判明し、その発症日（無症状の場合は、陽性確定に係る検体摂取日） 

 の２日前から登校があった場合、必要に応じて濃厚接触者の特定に要する期間を臨時休業とすること 

 ができます。感染拡大の可能性が低いと考えられる場合は、臨時休業を終了し、通常授業に戻ること 

 とします。 

３．臨時休業の対象を、学級、学年、全校のいずれかとします。なお、学級、学年、全校の各単位にお 

 ける臨時休業の判断のめやすは以下のとおりとします。 

 【学級閉鎖】 

 ・以下①から④のいずれかに該当し、学級内で感染が広がっている可能性が高い場合、学級閉鎖を実 

  施を検討します。 

  ①同一の学級において感染経路が同一と思われる複数の児童・生徒等の感染が判明した場合 

  ②同一の学級において感染が確認された児童・生徒等が１名であっても、周囲に未診断の風邪等の 

   症状を有する児童・生徒等が複数いる場合 

  ③その他、設置者が必要と判断した場合 

  （※ただし、学校に２週間以上来ていない児童・生徒等の発症は除きます。） 

 【学年閉鎖】 

 ・複数の学級を閉鎖するなど、学年内で感染が広がっている可能性が高い場合、学年閉鎖を実施しま 

  す。 

 【学校全体の臨時休業】 

 ・複数の学年を閉鎖するなど、学校内で感染が広がっている可能性が高い場合、学校全体の臨時休業 

  を実施します。 

４．保健所の業務が逼迫しており、学校が濃厚接触者等の候補者リストの作成に協力することが必要に 

 なった際の対応 

 ・濃厚接触者等の候補の考え方 

   校内の濃厚接触者等の候補の範囲は、感染者の感染可能期間（発症２日前（無症状者の場合は、 

  陽性確定に係る検体採取日の２日前）から退院又は療養解除の基準を満たすまでの期間）のうち当 

  該感染者が入院、宿泊療養又は自宅療養を開始するまでの期間において、以下の①又は②のいずれ 

  かに該当する児童・生徒等及び教職員とします。 
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  ①濃厚接触者の候補 

  ・感染者と同居又は長時間の接触があった者 

  ・感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つば等）に直接触れた可能性の高い者 

   （１メートル以内の距離で互いにマスクなしで会話が交わされた場合は、時間の長さを問わずに 

    濃厚接触者に該当する場合がある） 

  ・手で触れることのできる距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策なし（※）で、感 

   染者と 15 分以上の接触があった者（例えば、感染者と会話していた者） 

   ※必要な感染予防対策については、マスクを着用していたかのみならず、いわゆる鼻出しマスク 

    や顎マスク等、マスクの着用が不適切な状態ではなかったかについても確認する。 

  ②濃厚接触者周辺の検査対象となる者の候補 

  ・感染者からの物理的な距離が近い、又は物理的な距離が離れていても接触頻度が高い者等（感染 

   者と同一の学級の児童・生徒等） 

  ・大声を出す活動、呼気が激しくなるような運動を共にした者等（感染者と同一の部活動に所属す 

   る生徒等） 

  ・その他、感染対策が不十分な環境で感染者と接触した者等 

 

（２）学習指導に関すること 

新  新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため（１）２．３．により臨時休業を実施する場合は、 

 家庭学習を課す等の必要な措置を行うとともに、可能な限り早期にオンラインによる授業配信や双方 

 向によるオンライン学習支援を実施します。また、感染者や濃厚接触者等として出席停止の措置を取 

 っている児童・生徒がいる場合も双方向によるオンライン学習支援を実施します。 

（３）登校日の設定について 

 長期間の臨時休業となった場合は、児童・生徒の学習状況の確認や生徒指導、児童・生徒の健康観

察を適切に行う観点から、実態に応じて登校日を適切に設定することを考えます。 

 

13 感染防止に向けた周知徹底 
 
 一人ひとりの児童・生徒が感染のリスクを下げる正しい感染防止対処方法を自ら実行することが 

できるよう、以下の基本的な対策の効果や対応について周知を行い、感染防止の徹底を図ります。 

・換気：換気によりウイルスを含んだマイクロ飛沫を除去することでエアロゾル感染を防ぎます。 

・マスク：マスクには、飛沫抑制のほか、汚れた手で鼻や口をさわらないなど、複合的な感染防止 

 効果があります。特に、不織布マスクは有効とされています。 

・消毒：デルタ株は少量のウイルスでも感染することから、消毒により、物品、ドアノブなどを介 

 して感染することを防ぎます。 

・距離：飛沫が届かない２ｍ以上の距離を確保しましょう。（または、マスクを着用のうえ対面に 

 ならず、換気が充分であれば、飛沫感染を防止できます。） 


